
食堂パス
2024

食費を確保してバランスのよい食事を！

充実した生活は日々の食事から！

日本福祉大学生活協同組合
TEL ：0120-294-502 

mail：coop-hf@ml.netnfu.ne.jp

受付時間はホームページにてご確認ください。

「食堂パス」は、生協組合員限定のサービスです。
※生協・共済・キャンパスペイチャージと同時にお申込み頂けます。
手続き方法など詳細は右の冊子も併せてご覧ください。

生協ホームページ

先輩の声

12月までに生協加入手続をした新入生の

２人に1人が
申込みされています！

食堂パスとは、生協食堂で使える「食事専用の定期券」
食堂パスのしくみ 食堂パスの使い方

食堂パスの詳細は
ホームページよりご確認ください   

●レジで
スマホアプリを読み取るだけ

事前にキャンパスペイにチャージ
しておくと、食堂パスの一日上限
額を超えても、差額は
キャンパスペイから
支払えるので安心です。

年間の通常授業日 150日 1日600円 まで
生協の食堂で利用できる「食事の定期券」の仕組み
です。
お申込みいただいた方には、大学生協アプリに
食堂パス機能が追加されます。

日本福祉大学生協の「食堂パスプラン」

申し込み方法
生協・共済・キャンパスペイチャージと合わせてお申し込みください。
期日、手続き方法など申し込み詳細は同封の資料をご確認ください。

「食堂パス」の利用期間が終了した時点でご利用累計金額が購入金額に満たない場合は、
翌年の食堂パス購入費用に充てることも出来ます。キャンパスペイチャージで返金もできます。
（キャンパスペイへの返金の場合は、事務手数料1,100円が必要です。）

利用限度額まで食べきれなかった場合や、
利用しない日があった場合はどうなりますか？
「残高返金制度」があるので、お金は無駄になりません

食堂パスは、食堂など食事でのみ利用できる定期券のような機能です。教科書や文具など勉学に
必要なものを購入したり、食事以外のお菓子やドリンクなどを購入する時には、キャンパスペイ
へのチャージをしておく必要があります。また、食堂パスの1日の利用限度額を超えて食事を
する場合は、キャンパスペイにチャージされていれば不足分をそのまま支払うことが出来ます。

食堂パスを申し込めば、キャンパスペイへのチャージは
必要ありませんか？
食堂パスは食事にしか使えませんので、チャージもお願いします

1日の限度額を超過した場合はキャンパスペイまたは現金でお支払いください。
また、限度額内であれば複数回に分けて利用いただいても構いません。

1日の限度額を超えたらどうなりますか？

超過分をキャンパスペイ、または現金でお支払いください

A

Q

A

Q

A

Q

ご利用日カレンダーはこちら   

お昼のご利用を想定した「1日600円プラン」

食堂パスのお申込み前に利用規約を必ずご確認ください。
利用規約は日本福祉大生協ホームページ内よりご確認ください 

1日の利用限度額 最大利用日数 最大利用額

600円
（試験期間を除く通常授業日）

150日
期間最大利用で
90,000円のところ

78,500円
最大19日分お得



生協食堂では、以下の4点にこだわり、季節感や旬を大切にした、
楽しく美味しい食事の提供に努めています。
①安心の食材を使用
②安価で良質、栄養価のあるメニューの提供
③食の大切さを考えるとりくみ
④安心して食事が出来る場の提供

大学の生協食堂で食べられるから安心

定期試験期間を除いた1年間の授業日は150日。（食堂パスご案内ペー
ジにてご確認ください）『食堂パス』は、150日分の食費を一括して前
払い、しかも1日の上限金額に達するまで何度でも利用できてとても便
利。割引で購入できるので、とてもお得です。
購入金額よりご利用金額が少なければ、差額は翌年に繰り越せるので、
無駄にはなりません。

『食堂パス』をおすすめする3つの安心ポイント
ポイント

１

ポイント

２
1年分の食費を確保！お得で便利な『食堂パス』
残高返金制度があるので安心

ポイント

３
ちゃんと食べてる？
利用状況が確認できるので安心

教育・心理学部
新２年
白木佑叡さん

食堂パスを利用しているとチャージの必要があまり無く、
会計時の心配は無用です。お財布を忘れて登校したときも
お昼ご飯をしっかり食べることができました。

毎日食堂を利用しています。いつも食堂パスの1日の上限
金額くらいまで使って、バランス良く満足感のある昼食
を摂れています。上限をオーバーしたときも、オーバー
した分をキャンパスペイから払えるので安心です。

教育・心理学部
新２年
近藤颯人さん

univcoopマイポータルの食堂利用履歴にて前日までの利用履歴が表示されます。メニュー名
はもちろん、食べた場所や時間、カロリーや栄養価もチェックできます。保護者の方もご登
録が可能ですので、ご自宅からご覧いただくことができます。

食堂パス
ご案内ページ

先輩の声

食堂パス利用者・保護者の方から
2023年度 食堂パスアンケートより

※サンプル画像です。
実際にははっきり見えます。

みなさまのキャンパスライフを「食堂パス」がサポートします！

日本福祉大学生協
半田・東海キャンパス 店長 村田 初義

充実した学生生活の基本は健康、健康的な生活の基本は「食べること」です。
『時間がないから』『手持ちのお金が少ないから』大学生はいろんな理由でき
ちんと食べることを軽視してしまいがち。そんな大学生を食生活の面でサポー
トしているのが私たち日本福祉大学生協と「食堂パス」です。
・自分で栄養バランスを考えて食べる習慣を身に着けてもらいたい
・生活スタイル、食習慣は自分の意識を変えることで変えられる
そんな願いを仕組みにしたのが「食堂パス」です。大学生活のスタートに
あたって、「大学での食事」は私たちにお任せください。

美浜キャンパス

美浜キャンパス美浜キャンパス

半田キャンパス

東海キャンパス

東海キャンパス
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